
 

 

市民活動コーディネート入門講座 
～新しい協働先の探し方～ 

  

 

市民活動に限った話ではありませんが、得意な分野だけでなく、様々な分野の方と知り合い、「つながり」を持つことは、

新しい発見などがあり、活動の幅を広げることに繋がります。 

特別なきっかけ等がないと、得意な分野以外とつながることは目に見えない「カベ」を感じてしまい、難しいかもしれませ

んが、実際に「つながり」を持ってみると意外な共通点があったりすることもよくあります。本講座は、行政・企業・大学の３

分野を中心に、どうやれば「つながる」ことができるのか、どうすれば「カベ」を乗り越えることができるのか、そのアプローチ方

法などを学びます。 

（本講座は、横浜市立大学国際都市学系 三輪律江准教授が全体コーディネーターを務めて実施します。） 

※第１回、３回、４回は講義後にグループワークを行います。 

受講対象者 / 中間支援組織従事者・市民活動のコーディネートに興味のある方・市職員 

受 講 料 / 全 4 回 1000 円（部分受講不可） 

定 員 / 40 名 

申 込 / 事前にホームページ・電話・ＦＡＸ・Ｅメールのいずれかにて 

お申込みください。  

会 場 受 付 / 当日は 30 分前より受付を開始いたします。 

会 場 / 横浜市市民活動支援センター 

（横浜市中区桜木町 1-1-56 みなとみらい２１クリーンセンタービル４階） 

共 催 / 横浜市市民局、横浜市立大学地域貢献センター 

後 援 / 横浜市政策局 

第 1 回 

１月 28 日（火） 

18:15～20:15 

市民活動の視野を広げるためのコーディネーターの役割 

講師：佐谷
さ た に

 和江
か ず え

（(株）計画技術研究所 代表取締役) 

「つなぐ」「翻訳する」「マッチングする」「プロデュースする」といった、コーディネーターに求められる資質について、

受講者の方々の日頃の活動や講師からの事例をもとにワーク形式で学びます。 

第 2 回 

２月４日（火） 

18：15～19：45 

行政との協働について ～参加・協働の歴史を学ぶ～  

講師： 中川
なかがわ

 久美子
く み こ

（横浜市立大学 非常勤講師、元横浜市政策局政策支援センター 主席研究員） 

横浜市における急激な人口急増期から成熟期に至るまでの地域社会形成の諸段階におけるハード・ソフト

両分野を通しての「参加・協働」の変遷を学びます。 

第 3 回 

２月 18 日（火） 

18：15～20：45 

企業との協働について ～企業を動かす「ツボ」はどこにあるのか～ 

講師：腰塚
こしづか

 志乃
し の

（ＮＰＯ法人ＥＴＩＣ・横浜ブランチコーディネーター） 

身構えがちな企業との協働ですが、きっかけさえあれば地域に貢献したいと考える企業は数多くあります。地元

企業の活動事例を通し、企業の考え方やどのような形なら貢献できるのかなどをワーク形式で学びます。 

第 4 回 

２月 25 日（火）

18：15～20：45 

大学との協働について ～教育・研究・地域貢献の役割と協働の関係を考える～ 

講師：三輪
み わ

 律
の り

江
え

（横浜市立大学国際都市学系まちづくりコース 准教授） 

現在、多くの大学では教育・研究・地域貢献の３つの役割を柱としています。そのどの部分で関係を培うかとい

う点が大学との協働においてはとても重要です。ここではその点を、協働事例をもとにワーク形式で学びます。 
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講座名 市民活動コーディネート入門講座 事 務 処 理 欄 

ふりがな  

氏名  

住所 
（職場の場合はご所属

もご記入ください） 

自宅 職場  

〒 

電話 
（連絡の取れる番号） 

自宅 職場 

携帯番号 
FAX 

自宅 職場 

E メールアドレス  

年代 10 代   20 代   30 代   40 代   50 代   60 代   70 代以上 

職業 
会社員   公務員   教職員   団体職員   医療・福祉従事者   自営業   学生     

アルバイト・パート  主婦  無職  その他（                                ) 

受講動機 

期待することなど 

 

支払方法 

ご希望の番号を 

○で囲み 

必要事項を 

ご記入ください 

１ コンビニエンスストアからの現金振込 （個人･法人様とも承ります。振込手数料は無料です。） 

払込取扱票を上記の所属（空欄の場合は氏名）宛で、上記のご住所に郵送します。 

２ クレジットカード決済 （DC・VISA・MASTER に限ります。） 

Ｅメールでのカード情報の送信はお勧めしません。FAX の際は番号間違いにご注意ください。 

カード番号 

有効期限 年 月 カード名義 

３ 請求書による銀行振込 （法人様のみ承ります。振込手数料はご負担ください。） 
請求書を上記の所属宛で、上記のご住所に郵送します。 

この講座を何で 

お知りに 

なりましたか？ 

○をお付けください。 

横浜市大ホームページ 新聞折込ちらし（朝日・読売・日経） 横浜市大エクステンション通信（メルマガ） 

新聞記事 （朝日・日経・読売・神奈川） 広報よこはま  ダイレクトメール  
講座ちらし（入手先 ： 前の参加講座にて・横浜市大キャンパス・横浜市大病院（福浦・浦舟）・市役所/区役所・     

地区センター・図書館・駅） 

講座リーフレット（入手先：前の参加講座にて・横浜市大キャンパス・横浜市大病院（福浦・浦舟）・市役所/区役所・     

地区センター・図書館・駅） 

その他（                                                   ） 

横浜市立大学エクステンション講座申込書 FAX FAX 
045-701-4338 045-701-4338 

お申込方法 

○上記に必要事項をご記入の上、下記お申込先まで郵便または FAX でお送りください。 

○E-mailの場合は、上記の必要事項を下記お申込先に送信してください。なお、ホームページからのお申込みもできますので、下記ホームページア

ドレスへアクセスして、お申込みください。 

○E-mail・FAX でのお申込みについては、翌営業日までに確認の連絡をいたします。連絡がない場合は、必ずお問合せください。 

○振込の場合で、開講日の２週間前になっても払込取扱票または請求書が届かないときには、お手数ですが下記までご連絡ください。コンビニ振

込の場合は、講座初日に払込受領書をご持参ください。 

○納入された受講料は、本学の都合による開催中止などの他はお返しできませんのでご了承ください。 

○災害や交通機関ストライキ等の場合には開催を中止することがあります。その際には可能な限りご連絡いたしますが、ご不明の場合にはお手数

ですが下記までお問合せください。 

○受講をお取り止めになる場合は、お早めに下記までご連絡ください。 
○ご記入いただきました個人情報につきましては、条例に基づいて適切に取り扱い、講座の運営のためのみに使用させていただきます。また、本学から講座開催のご

案内をさせていただくことがございます。今後のご案内送付をご希望でない場合は、お手数ですが下記までご連絡をお願いいたします。 
お申込先公立大学法人 横浜市立大学 地域貢献センター   受付は月曜日～金曜日（祝日を除く）9：30～16：30 
〒236-0027 横浜市金沢区瀬戸２２－２ 

TEL 045-787-8930  FAX 045-701-4338  E-mail: exten@yokohama-cu.ac.jp 
ホームページ http://www.yokohama-cu.ac.jp/ext/index.html 

 


